
 

平成３０年 ８月 ７日 

国土交通省中部地方整備局 

木曽川下流河川事務所  

 

２０年前の小学生が 

「タイムカプセル」を開けます。 
～桑名市立伊曽島小学校 タイムカプセル開封式～ 

 

 伊曽島小学校は、昭和 34 年の伊勢湾台風で児童 59 名が犠牲となった木曽三川

下流部最大の被災地です。その後堤防工事が行われ、高潮堤防補強工事の完成に

伴い、平成 10 年２月に伊曽島小学校６年生児童５１名が、「災害のないまち」を

願い、工事箇所にタイムカプセルを埋設しました。 

２０年後に開封する約束で埋められており、今回開封式を行います。 

 

１．開催日時、開催場所 

    

   日  時 ： 平成３０年８月１２日（日）10:00～11:00 

         （雨天決行） 

場  所 ： 桑名市立伊曽島小学校 体育館 

（桑名市長島町福吉５６７） 

 

２．参加者 

 

  平成９年度桑名市立伊曽島小学校卒業生・同担任ほか 

 

３．資 料    別紙（開封式実施要領、広報ながしま） 

    

４．解 禁    指定なし 

        

５．配 布 先 ： 桑名市政記者クラブ 

 

６．問合せ先：  

511-0002三重県桑名市大字福島４６５ 

国土交通省 中部地方整備局 木曽川下流河川事務所 

副 所 長 後藤 明     長島出張所長 井田 理  

電話 0594-24-5711       電話 0594-42-0257  

 

 

 

 



「災害のないまちを願って」     別紙 

木曽三川河口部高潮堤補強工事完成記念「タイムカプセル」開封式 

実施要領 

１．目的 

  木曽三川下流部の伊曽島小学校は、昭和３４年９月２６日「伊勢湾台風」で

児童５９名が犠牲となった最大の被災地です。    

  その後、関係者のご尽力により堤防工事が施工され、木曽三川河口部高潮堤

補強工事の完成に伴い、平成１０年２月２３日、伊曽島小学校６年生児童５１

名が「災害のないまち」を願い、２０年後の開封を約束して国交省をはじめと

する関係者の皆様のご尽力により工事場所に「タイムカプセル」を埋設しまし

た。 

再度。「災害のないまち」を願うためタイムカプセルの開封式を行います。 

 

２．主催・後援  

主催：平成９年度（平成１０年３月）桑名市立伊曽島小学校卒業生同窓会 

後援：国土交通省木曽川下流河川事務所 

    桑名市立伊曽島小学校 

    朝日土木株式会社 

 

３．日時 

    平成３０年８月１２日（日）１０：００～１１：００（雨天決行） 

 

４．場所 

桑名市立伊曽島小学校体育館（桑名市長島町福吉５６７）  

 

５．参加者 

平成９年度伊曽島小学校卒業生・同担任 

国土交通省関係者ほか 約４０名 

 

６．開封式プログラム（約１時間） 

    ・開式の言葉 

    ・あいさつ・経緯説明 平成９年度伊曽島小学校卒業生代表 

    ・祝辞等       国土交通省木曽川下流河川事務所代表 

               伊曽島小学校（当時６年生担任） 他 

    ・タイムカプセル開封 

    ・お礼の言葉     卒業生（副）代表 

    ・閉式の言葉 

 

７．その他 タイムカプセル埋設場所 

      国道２３号線揖斐長良大橋２００ｍ下流長島側 

      （事前に掘り出し学校へ移動） 
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